Your Sunday School at Work

抜粋（５章、６章、８章）
５章　　日曜学校による訓練
　だれでもキリストのうちにあるなら、その人は新しく造られた者です。古いものは過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました。
コリント人への手紙第二5:17

　家庭と家族についての膨大な係争件数を扱っていた裁判官が、かつて「私たち大人は、膨大な時問をかけて子どもの道を準備するが、道を歩む子どもを整えることにはほとんど時間をかけない。」と言いました。

ポール・リー・タン. 神学博士
　ある日曜学校教師が3才児から4才児のクラスで神について教えました。彼女は簡単な言葉で、分かりやすく次のように語りました。「私たちは神様を見ることはできませんが、毎日の生活や教会、動物、植物、星や太陽を見ると、神様がいることが分かります。」そして最後に子どもたちに、何か神がいる、と感じさせるものの絵を描かせました。
　彼女は、ある小さな男の子の描いた絵が気になりました。彼は彼女が言ったのとは全く違う絵を描きました。男の子にその絵について尋ねると、「神様の絵を描いているの」と答えたので、彼女はだれも神がどんなだかはわからないのだと教えました。すると男の子はすぐに「ぼくがこれを描き終えたらみんなわかるよ！」と答えました。
努力目標
　日曜学校には「生徒をクリスチャンの奉仕のために訓練するという教育の働き」も含まれています
。しかし次のような質問も出てきます。「どうしたら生徒はキリストヘの個人的な献身の道を見出せるのか。どうしたら生徒は新しい関係を強めていけるのか。どうしたら生徒にキリストの奉仕をする気にさせることができるのか。」
　ロブ・バークハートはその著書『キリストのようになるには』に、日曜学校の目標は「信徒としての真の生活様式を身につけることに他ならない」と書いています。バークハートはその生活様式を次のように定義します。「長い年月に繰り返し営まれる複雑な継続的な行動の型である。クリスチャンの生活様式には信仰と信頼と成長が含まれている。」

　信徒としての生活様式を身につけることが教会教育の働きのゴールであるとしたら、問題は教えることだけではなく学ぶことにもあります。ジョン・ミルトン・グレゴリーの 『教授法七か条』の表現で言い換えると、教えられた知識が学んだ人の生活のなかで実際の知恵として働かないかぎりは、学んだことにはならないということが言えるでしょう。

　聖書には、教えられる人がしっかりと吸収するような場面が描かれています。使徒パウロはテモテヘの手紙第二3:17で聖書の役割を強調し、「それは、神の人が、すべての良い働きのためにふさわしい十分に整えられた者となるためです。」と書いています。教えるということは知識を与えるというより、むしろ生徒が真理を発見するよう導くことです。これについて使徒パウロはコロサイ人への手紙1:28で「私たちは、このキリストを宣べ伝え、知恵を尽くして、あらゆる人を戒め、あらゆる人を教えています。それは、すべての人を、キリストにある成人として立たせるためです。」と書いています。失われた魂にキリストの愛を語るだけでは不十分です。彼らを霊的成長に導き、教会の宣教の働きに彼らの名を連ねなければなりません。
生徒中心のアプローチ
　献身的な日曜学校教師が、責任を負い、ある視点で見て、教え、誘うとき、生徒中心に考えます。しばしば教師は、生徒たちが自分の日常生活を変えるような真理を、自ら発見するように導くよりも、その日の課題を教えて事足れりとしがちです。ここに教えるということの真の定義があるのです。すなわち、生徒に学ぶことを教えるということが本当の意味での「教える」ということです。
　教えるのは日曜学校のたかだか45～50分の時問に限られたことではありません。第一にそれは教師が、生徒、その性格、学習能力、学び方の特徴、家庭生活などに教師自らの時間をかけて知るということです。それにはまず自分自身の為ではなく、他者のために生き、他者のために行動しなければなりません。第二に生徒とよく知り合うことです。そして第三にただ一人、生徒の内面の変化に呼び掛けることのできる方である聖霊様に従わなければならないということです。
　良い授業をするなら生徒は聖書の真理に出会います。そして授業の中での招きによって生徒は示された真理に答える機会を得るのです。これは教師が聖霊様とともに奉仕する時にはじめて実現するのです。
必要中心のアプローチ
　教師が生徒の霊的成長とその変化を願うなら、生徒の基礎的な霊的必要を意識しなければなりません。ある教師はとても上手に教えることはできても生徒が実際に必要としていることを満たすことができないかも知れません。反対に、生徒の必要より、その関心があることばかりを意識しても、霊的成長につながる内面的な変化を動機付ける機会をまた逃してしまうかも知れません。
　生徒の生活に不可欠な必要は、よく彼らの行動や反応に現れます。教師は生徒が基本的な必要を示している多くのサインに敏感でなければなりません。年令にかかわらず、生徒たちと暖かく、有効的な雰囲気で接していれば、彼らの重要な必要を知る手がかりを引き出すことができます。
　しかし、教室では一人の生徒の必要を知ることはできません。教室の外でも常に生徒と接していると、生徒の必要にあった授業を準備することができます。生徒を訪問したり、教室での諸活動について話したり、教会の礼拝で一緒に賛美したり、また祈れば、生徒が単に「感じて」いる必要だけではなく、真の必要が見えてきます。その上、聖霊は常に教師が生徒の必要を見抜くことを助けてくださり、必要に対して適切に伝道するときにも助けてくださいます。
収穫中心のアプローチ
　収穫の法則は日曜学校にも適用できます。良い土地に生きた種が蒔かれたときに自然の法則が働くならば、必ず実を結びます。霊的な実が評価されるときこそが学習プロセスが本当に試されるときです。イエスは「こういうわけで、あなたがたは、実によって彼らを見分けることができるのです。」と言われました(マタイの福音書7:20)。教師は生徒が霊的に成長するときに、子どもらの生活において霊的真理を悟っているか見ていなくてはなりません。
　イエスは実を結ぶことの重要性を明確に語っています。マルコの福音書11:12～20には、ベタニヤからエルサレムヘの途上での出来事が記されています。イエスは、葉は繁っていたけれども実がなっていなかったいちじくの木を見て、その木を呪われました。後にイエスと弟子たちがその木のところを通ったとき、ペテロは、イエスが呪われた木が枯れている、と言いました。
　教師はテキストの背景をしっかり調べて、落ち着いて、自信を持って教えることはできます。しかし、実のある応答を示すことを強調せずに終えてしまうことがあるのです。教師が、生徒の必要と聖霊の働きを通して神がこの必要を満たそうとしておられることに鈍感であったならば、「葉の他には何もない」、つまり実がなく、内側の変化がないという結果になります。
　良い教育によってもたらされる内側と外側の変化－実を結ぶこと－は教室の中に限られたことではありません。生徒が本当に学べたら、生徒はそれを教室でも、家庭ででも、職場ででも、学校ででも行なっていくでしょう。良い教師は生徒の毎日の行動を注意深く観察し、生徒、必要、実という三つの言葉を基本にして日曜学校の準備をします。
霊的成長の本質
　教師は理論だけではなく実際にも、真の霊的成熟がどのようなものか知らなければなりません。皆が同じ速さで同じ水準へ成長するわけではありません。神が人々を取り扱うやり方は、信徒の霊的成長度の決定にあたって、人間の側の意志にあらわれます。
　一方、教師の生活における霊的成熟の現われは、生徒の霊的成長にも大きな影響を与えることを知らなければなりません。「大きな声で叫んだって、何を言っているか聞こえるとは限らない」という古い諺は、日曜学校教師の有効性を考えるときにも当てはまります。
　では、霊的成長とは何でしょうか。どのようにして証明されるのでしょうか。どのようにして他者とコミュニケーションをとるのでしょうか。
1．霊的成長の源－教師も生徒も、紙に書かれたみことばから生けるみことばへと移らなければなりません。みことばについて、これを単なる文字ではなく人格として、考え、みことばに生き、みことばに従い、みことばを語る水準に達して、霊的成長の源が分かります。
2．霊的成長の影響－教師や生徒は、人間のあらゆる試みの至る所に生けるみことばが浸透するようにせねばなりません。成熟した信徒は、ソロモンのように「あなたの行く所どこにおいても、主を認めよ。」(箴言3:6)と言います。私たちは散り散りに分かれた生活をしているのではありません。私たちは社会に所属しているのです。キリストは私たちの生活の、仕事、社会、学校や家庭、教会など、あらゆる分野の一部となって住まわれます。
3．霊的成長の過程－教師も生徒も一緒に霊的に成長していくのでなくてはなりません。どちらかの霊的成長が止まれば、相手の成長を妨げます。エぺソ人への手紙4:15では、「あらゆる面でキリストにむかって」（英訳）成長することが書かれています。この世にある「成長」にも膨大な変化が見られるように、霊的な成長にもたくさんの変化が見られます。詩篇92:12、13にはこの類似性の説明があります。「正しい者は、なつめやしの木のように栄え、レバノンの杉のように育ちます。彼らは、主の家に植えられ、私たちの神の大庭で栄えます。」経験豊かな教師は霊的成長のきざしがどんなに小さくても、それを見逃さず、教師自身も生徒と一層霊的に成長します。
霊的成長を促す特権
　学ぶことは決して偶然でも「自然と起きること」でもありません。生徒たちに霊的成長につながるような意義ある学びの体験をさせるよう働きかけることは、よく考え、関心を持って、注意深く準備することを必要とする働きです。次のことが参考になるでしょう。
1． 生徒が参加するための計画－効果的な教育の特質は、生徒に授業活動を体験させる教師の能力に見られます。教師が始めた動作が終わるまで生徒は椅子に座ったままで見ていることが、あまりに多くあります。これは生徒の授業なのですから生徒は授業に参加しなければなりません。エルバート・ハッバードは「教育は遺産ではなく征服であり、貰うものではなく達成するものである」と言いました。
2．生徒が発見するための計画－聖書を組織的に学ぶというとは宝探しのようにスリル溢れるものにできるはずですし、そうすべきものです。人気のある教師なら、生徒が神の言葉の中にある真理を見付けるように先導するのです。聖書が読めるくらいの歳の生徒には、彼らの生き方の方向性を変える、霊的真理の発見へと導く指導が必要です。
宝は上辺からは見えないところに埋まっていて、教師はその宝の場所と、見付け出す方法と、その宝を生徒の心に残るようなものにする原則を知らなければならない、ということを忘れないでください。
3. 生徒が討論するための計画－イエスはほとんどの場合、少人数のグループで教えられました。山上の説教の時も、最初は弟子たちに対して説教されました。イエスは、人々の疑問を聞き、彼らの必要に答えるという方法で教えたゆえに、効果的に教えることができたのです。
教室は、生徒たちが恐れることなく自分の意見や疑問、質問を話せる環境でなければなりません。生徒たちはそれぞれのそうしたものを持っており、有能な教師の配慮ある導きのもとで意見交換をする中で、学びは最高に達することができます。
4．生徒が決定するための計画－教師の目標は各生徒の霊的成長を見ることです。この章では霊的成長へのアプローチと定義と方法論についてみてきました。しかし、生徒が彼ら自身の内で奇跡を起こす聖霊の働きを認めることがなければ、結果的には実を結びません。よく準備された授業だけでは足りません。必要に気付くだけでも不十分です。生徒の自発性に働きかけるだけの授業では不十分です。生徒が心を開き、聖霊の声を聞くことができ、生徒が従おうという意志を持っており、生活を変えるような指示を受け入れられる状態でなければなりません。
　日曜学校を教えるたび、決心に導くように教えたいものです。生徒がキリストについて知り、キリストと自分だけの個別の関係を知り、神の御手の中で成長し、他の人に神のメッセージを分かち合えるように整えられることを願います。私達の生徒全員が「真のクリスチャン生活様式」を身に付けるときに関わりたいのです。
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